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４月２１日付で三輪町長新体制の助役２名が選任され教育長が任命
されました。
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昭和４０年、門別町役場に奉職。
平成７年都市計画課長、平成９年
教育委員会社会教育課長兼中央公
民館長、平成１０年保健福祉課長兼
在宅介護支援センター所長、平成
１１年門別町立病院改築及び保健セ
ンター新築準備室保健センター担
当次長業務、平成１４年保育所管理
者業務、平成１５年町立病院事務長、
平成１８年日高町立門別国民健康保
険病院事務長を歴任。
昭和２２年生まれの５９歳です。
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昭和４２年、日高町役場に奉職。
平成２年町民課長、平成５年町民
福祉課長、平成８年教育委員会管
理課長兼日高町コミニティーセン
ター長、平成１０年環境施設課長、平
成１１年総務課長、平成１２年日高町
助役、平成１８年日高町参与（日高総
合支所担当）を歴任。
昭和２３年生まれの５７歳です。
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４月１７日に次のとおり決定しました。

昭和４２年、門別町役場に奉職。
平成７年水道課長、平成９年管財
建築課長、平成１０年建設課長兼技
術審議室長、平成１３年管財建築課
長兼技術審議室長、門別町立病院
改築及び保健センター新築準備室
建築担当次長業務、平成１５年災害
復旧対策室副室長兼務平成１６年建
設課長兼技術審議室長及び災害復
旧対策室長、平成１８年日高町建設
課長兼技術審議室長及び災害復旧
対策室長を歴任。
昭和２４年生まれの５７歳です。
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　旧門別町長・郡司啓後援会（市岡敏郎会長）がこの度、後援会活

動運営資金の残余額を日高町文化協会（安田秋義会長）、日高町

体育協会（茂野俊二会長）及び日高町に寄付されました。

　１１日に教育委員会教育長室に市岡後援会長と花野正三事務局

長が訪れ、安田会長と茂野会長に「青少年の育成や協会の運営に

役立ててほしい。」と各１５万円。その後、役場本庁舎町長室で「日

高町の産業振興に役立ててほしい。」と槇本功産業課長に２０万円

が手渡されました。

　同後援会は政治団体としては昨年１２月に解散していて、今回は任意団体として寄付されました。

　介護の必要な人たちを一般車両（セダン車両）で有償運

送する福祉移送サービスについて、ＮＰＯや社会福祉法人

等の団体が行うボランティア輸送における一般車両（セダ

ン車両）の使用を可能とするため、「日高門別とねっこ輸送

特区計画（セダン型車両特区）の申請をしていましたが、平

成１８年３月３１日付けで認定され、４月１８日に三輪町長が首

相官邸で開催された授与式に招かれ、認定書を小泉首相よ

り授与されました。
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４月１９日、道営ホッカイドウ競馬が門別競馬場で開幕しました。開門時　４月１９日、道営ホッカイドウ競馬が門別競馬場で開幕しました。開門時

には大勢のファンが行列をつくり、三輪町長をはじめ、日高管内の町長やには大勢のファンが行列をつくり、三輪町長をはじめ、日高管内の町長や

農協組合長などが出迎え、浦河町のミスシンザンが勝負服のイラスト入農協組合長などが出迎え、浦河町のミスシンザンが勝負服のイラスト入

りバンダナをプレゼントしました。りバンダナをプレゼントしました。

パドックで行われた歓迎セレモニーでは「ひだか応援隊」や来賓、全騎　パドックで行われた歓迎セレモニーでは「ひだか応援隊」や来賓、全騎

手が列び高橋はるみ知事が「日本最大の馬産地、日高で開幕を迎えたこと手が列び高橋はるみ知事が「日本最大の馬産地、日高で開幕を迎えたこと

はとても意義が深い。取り巻く環境は厳しいが、道民の理解を得られるよはとても意義が深い。取り巻く環境は厳しいが、道民の理解を得られるよ

う努力する。」とあいさつすると会場からは大きな拍手が巻き起こりましう努力する。」とあいさつすると会場からは大きな拍手が巻き起こりまし

た。た。

石狩鍋や甘酒を無料提供したほか、アスパラや海産物を格安で販売。日高町と日高町観光協会が実施し　石狩鍋や甘酒を無料提供したほか、アスパラや海産物を格安で販売。日高町と日高町観光協会が実施し

た「的中証明書」の発行コーナーには長い列ができました。た「的中証明書」の発行コーナーには長い列ができました。

産地別対抗レースでは地元日高町の日高大洋牧場の生産馬が１位でゴールすると、スタンドからはひ　産地別対抗レースでは地元日高町の日高大洋牧場の生産馬が１位でゴールすると、スタンドからはひ

ときは大きな歓声が上がっていました。ときは大きな歓声が上がっていました。

ホッカイドウ競馬は５月３日からは札幌競馬場に移し、６月２８日まで札幌シリーズが行われ、７月４日　ホッカイドウ競馬は５月３日からは札幌競馬場に移し、６月２８日まで札幌シリーズが行われ、７月４日

からは旭川競馬場旭川シリーズ、１０月１７日からは再び札幌シリーズが行われます。からは旭川競馬場旭川シリーズ、１０月１７日からは再び札幌シリーズが行われます。
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し
て
、メ
ド
レ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ど

の
曲
も
ど
こ
か
で
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
親
し

ま
れ
て
い
る
曲
で
、易
し
い
ア
レ
ン
ジ
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、一
緒
に
歌
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
今
年
の
目
標
も　

月
下
旬
に
開
か

11

れ
る
日
高
管
内
合
唱
祭
へ
の
参
加
で
す
。

　

練
習
は
毎
週
水
曜
日
、午
後
７
時
半
か
ら

９
時
ま
で
富
川
公
会
堂
で
行
っ
て
い
ま
す
。

見
学
・
冷
や
か
し
歓
迎
。日
高
地
区
の
方
も
、

時
々
の
参
加
で
も
全
く
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

写
真
は
去
年
の
合
唱
祭
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」メ
ド
レ
ー
を
歌
っ
て
い

る
所
で
す
。

　

私
達
は
衣
装
・
演
出
に
こ
だ
わ
り
、堅
苦
し

く
な
い
楽
し
い
合
唱
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

ま
す
。ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
連
絡
先

　

０
１
４
５
６
‐
２
‐
３
３
２
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
間
叔
枝

　

０
１
４
５
６
‐
２
‐
１
０
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
栄
子

　
　
　
　

た
と
き
の
対
処
法
な
ど
を
学
び
ま

　
　
　
　

す
。（
雨
天
時
は
変
更
あ
り
）

○
参
加
で
き
る
人

　

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。ど
な
た
で
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。）

○
定
員　
　
　

名
程
度

20

○
参
加
料　

無
料

○
持
ち
物

　

上
履
き
、外
歩
き
の
で
き
る
服
装
や
靴（
長

距
離
は
歩
き
ま
せ
ん
が
、汚
れ
て
も
い
い
服

装
や
歩
き
や
す
い
靴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。）、飲
み
物
、健
康
保
険
証

○
申
込
み
、問
い
合
わ
せ

　

日
高
山
脈
館　

担
当
…
小
野

　

０
１
４
５
７
‐
６
‐
９
０
３
３

hm
c@
tow
n.hidaka.hokkaido.jp

　
（  
  
   
                    
）
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開
催
さ
れ
る

日
高
山
脈
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
６

　

山
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

長
年
ヒ
グ
マ
と
接
し
て
き
た
前
田
さ
ん

に
、ク
マ
の
習
性
や
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

に
慌
て
な
い
た
め
の
心
得
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。室
内
で
の
お
話
と
外
の
林
道
や
茂

み
で
学
ぶ
実
践
的
予
行
演
習
の
二
本
立
て
で

す
。

　

ヒ
グ
マ
は
ど
ん
な
動
物
な
の
か
、ど
う
す

れ
ば
上
手
に
共
存
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
か
、一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

平
成　

年
６
月　

日（
日
）

18

11

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

○
場
所　

国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　
（
日
高
町
字
富
岡
）及
び
そ
の
周
辺

○
講
師　

前
田
菜
穂
子
氏

　
（
登
別
ク
マ
牧
場
ヒ
グ
マ
博
物
館
学
芸
員
）

○
内
容　

　

前
半
…
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
お
話
を
聞

　
　
　
　

き
ま
す（
室
内
）

　

後
半
…
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
の

　
　
　
　

予
行
練
習（
屋
外
）

　
　
　
　

※
ヒ
グ
マ
と
の
距
離
感
や
遭
遇
し

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	



　

歌
劇「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」（
プ
ッ
チ
ー

ニ
作
曲
）の
映
像
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

※
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
荒
川
静
香
選
手

が
、ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
得
意
の「
イ
ナ

バ
ウ
ワ
ー
」を
披
露
し
、金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
輝

い
て
有
名
に
な
っ
た
曲
が
歌
わ
れ
て
い
る
歌

劇
で
す
。

○
日
時　

６
月　

日（
日
）午
後
２
時
〜

１８

　
　
　
　
　

上
演
時
間
は
約
２
時
間
で
す
。

○
場
所　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
聴
覚
室

○
対
象　

一
般（
小
学
生
以
上
可
）

○
申
込
み

　

不
要
。当
日
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。無

料
で
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館

　

０
１
４
５
６
‐
２
‐
３
７
４
６

　

富
川
地
区
で
活
動
し
て
い
る
富
川
合
唱
団

で
す
。合
唱
団
と
は
言
っ
て
も
、こ
こ
数
年
は

人
数
の
減
少
と
高
齢
化
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

と
は
言
え
、歌
う
こ
と
が
好
き
で
た
ま
ら
な

い
気
持
ち
だ
け
は
若
い
私
達
で
す
。

　

今
年
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕　

年
を
記
念

２５０

�
�
�
�
�
�
�
�	
	
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

図
書
館
郷
土
資
料
館
事
業
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掲
載
内
容
は
、随
筆「 
残 
ん
の
さ
く
ら
」ほ

の
こ

か
２
編
、童
話「
和
尚
さ
ん
と
黒
ネ
コ
」、俳

句
・
短
歌
多
数

で
す
。

　

規
格
は
Ａ
５

判
、　

ペ
ー
ジ
。

１２０

　

清
宮
書
店
に

お
い
て
、１
部

　

円
で
販
売
し

５００て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の　

歳
を

２５０
祝
い
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？
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　パークゴルフを通して健康と体力づくりを推進するとともに、

地域の連帯性を養うことを目的として、第５回教育長杯パークゴ

ルフ大会を開催します。

　◎期　日　　　平成１８年６月１４日（水）※小雨決行

　　　　　　　　午前　９時３０分　開 会 式

　　　　　　　　午後１０時００分　競技開始

　◎会　場　　　門別中央パークゴルフ場

　◎対　象　　　町内に居住または勤務している６０歳以上の人

　◎種　別　　　男性の部と女性の部　２種別で開催

　◎表　彰　　　２ラウンド行い、合計スコアで各種別ごとに

　　　　　　　　順位を決定

　◎申し込み　　５月３１日（水）までに町内パークゴルフ場に

　　　　　　　　置く申込用紙にて受付（本人記入）

　◎問い合せ　　日高町教育委員会社会教育課体育係まで。

                 　　　ＴＥＬ　０１４５６－２－２４５１
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　門別中央パークゴルフ場が４月２８日（金）にオープンしました。

オープン初日は天候に恵まれ、予定通りのオープンをむかえることができました。

　今年は約４０人のパークゴルフ愛好者が集まり、佐々木教育長の始球式  を皮切りに芝生の上で久し

ぶりに、さわやかな汗を流していました。

　半年ぶりに「ナイスショット！！」の声が響きわたり、１２番ホールで は、早速ホールインワンする参

加者もいました。

　��������	
��
������	����

　　◎パークゴルフ場の利用時間は午前７時から日没までとなっております。

　　◎クラブやボールは自由に貸し出していますので、必ず貸出簿に記入の上  ご利用下さい。

　　◎返却時は、泥などの汚れを落として下さい。また、個人のクラブを使用 する時もプレー前に必　

　　ず利用者記入簿にお名前等をご記入下さい。

　　◎パークゴルフ場の周りには、家や牧場がありますので、マナーや規則を守って楽しくプレーを

　　　しましょう。

　　 注）パークゴルフ場を利用する際は、必ず利用者名簿に名前の記入をしてください。
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第４回大会の写真
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保健福祉課

　℡ ０１４５６－２－６１８３

総合支所住民生活課

　℡ ０１４５７－６－３１７３

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
こここここここここここここここここここここ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

た
ば
こ
か
健
康
か

選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
ののののののののののののののののののののの
ははははははははははははははははははははは
あああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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選
ぶ
の
は
あ
な
た
で
す
。

　

５
月　

日
は
、「
世
界
禁
煙
デ
ー
」で
す
。Ｗ

３１

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
、た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
こ
と
が
一
般
的
な
社
会
習
慣
と
な
る
よ

う
に
、毎
年
５
月　

日
を「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

３１

と
定
め
ま
し
た
。日
本
で
は
５
月　

日
か
ら

３１

６
月
６
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
禁
煙
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。
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「
た
ば
こ
が
体
に
悪
い
こ
と
は
十
分
承
知

し
て
い
る
け
ど
、そ
う
簡
単
に
は
や
め
ら
れ

な
い
･
･
･
。」た
ば
こ
を
吸
う
人
の
ほ
と
ん

ど
は
、こ
の
よ
う
な
心
境
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。何
度
か
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
も
の
の
途
中
で
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
に
は
依
存
性
が
あ
る
た
め
、や
め
よ

う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
や
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。し
か
し
、た
ば
こ
は
吸
っ
て

い
る
自
分
だ
け
で
な
く
、周
囲
の
吸
わ
な
い

人
の
健
康
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
で

す
。「
世
界
禁
煙
デ
ー
」に
あ
わ
せ
て
、禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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　北海道では、不妊治療を受けている方への経済負担の軽減などを目的として、特定不妊治療費助成事業を実
施しています。
【対象となる治療】
　体外受精及び顕微授精（以下「特定不妊治療」という。）です。 
【対象者】
　対象となる方は、特定不妊治療以外の治療法によっては妊娠の見込みがないか又は極めて少ないと医師に
診断され、実際に治療を受けている方のうち、次のいずれの要件にも当てはまる方です。
　　１．道内に住所を有すること（札幌市、旭川市及び函館市を除く。）
　　２．法律上の婚姻をしていること
　　３．夫婦の前年の所得（合計額）が６５０万円未満であること
　　４．知事が指定した医療機関で治療を受けた者
【助成の額及び期間】
　特定不妊治療に要した費用に対して、１年度当たり１０万円を限度に通算５年間助成します。
　ただし、治療に要した費用の２分の１の額が１０万円に満たない場合は、その額を助成します。
　詳細は、日高保健福祉事務所静内地域保健部健康推進課保健予防係へお問い合わせください。
　　　　　（電話　0146－42－0251）

� �����������������������������������

� �����������������������������������

��������	
���
����
　北海道立心身障害者総合相談所による巡回相談が、次のとおり開催されます。
　　１．日　　時　平成１８年６月２６日（月）午後から６月２８日（水）午前まで
　　２．場　　所　新ひだか町「公民館」
　　　　　　　　日高郡新ひだか町静内古川町１丁目１番２号（℡ 0146-42-0075）
　　３．相談内容
  　　　　・身体障害及び知的障害の方々の医学的、心理学的、職能的判定など。
  　　　　・補装具の処方及び適合判定など。
  　　　　・その他身体障害及び知的障害の方々の専門的相談など。
　　４．相談は、予約制となっていますので、希望される方は事前にご連絡願います。
  　　　　　　【連絡先】日高町役場保健福祉課福祉係（電話 01456-2-6183）
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①
な
ぜ
や
め
た
い
と
思
う
の
か
そ
の
理

　

由
を
書
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
１
ヵ
月
の
た
ば
こ
の
費
用
を
計
算
し
、

　

自
分
や
家
族
の
た
め
に
買
い
た
い
物

　

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

③
禁
煙
仲
間
を
つ
く
っ
て
励
ま
し
合
い

　

ま
し
ょ
う
。

④
休
日
を
は
さ
む
と
成
功
し
や
す
い
の

　

で
、開
始
日
は
週
末
に
す
る
。口
が
さ

　

び
し
く
な
っ
た
ら
、つ
ま
よ
う
じ
や
水

　

を
飲
む
な
ど
し
て
気
を
そ
ら
し
ま 

　

し
ょ
う
。

⑤　

時
間
我
慢
で
き
た
ら
、あ
と
５
日
頑

２４

　

張
り
ま
し
ょ
う
。５
日
た
つ
と
体
か
ら

　

ニ
コ
チ
ン
が
抜
け
て
楽
に
な
り
ま
す
。

⑥
５
日
間
過
ぎ
た
ら
、１
か
月
、半
年
、１

　

年
と
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。失
敗
に
く
じ

　

け
ず
、何
度
で
も
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
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　今年度よりがん検診と生活習慣病健診が一緒に受けられるようになります。
　年１回受診され、健康づくりにお役立て下さい。（なお、１１月２１日にも同じ検診を実施します。
　さらに、生活習慣病健診・大腸がん検診のみの個別健診は８月と１月に期間を設け実施予定し
　ています。ご本人のご予定に合わせ受診日を選択下さい。）

�������平成１８年６月２７日（火）　

　　　　　　受付時間　①７：００～　②７：３０～　③８：００～　④８：３０～　⑤９：００～　⑥９：３０～

　　　　　　＊生活習慣病健診の方は、７月２１日にも本健診(診察等) があります

�������日高こもれびホール（葬儀の場合、日高老人福祉センターへ変更します）

�������生活習慣病健診　　　３５歳以上で現在通院治療していない方

　　　　　　がん検診　　　　　　４０歳以上の方（前立腺がんは５０歳以上の男性）

　　　　　　エキノコックス検診　小学３年生、昨年受診していない方

�������生活習慣病健診…採血、尿・便検査、心電図、血圧測定、身体計測、眼底検査、歯科健診

　　　　　　　　　　　　　　（65歳以上の方は生活機能チェックもあります）

　　　　　　胃がん検診…バリウム検査　　　　　　　　　前立腺がん検診…採血

　　　　　　肺がん検診…胸部Ｘ線検査(必要時喀痰検査)　エキノコックス検診…採血

�������生活習慣病健診　１，３００円　胃がん　１，６００円　肺がん　５００円(喀痰９００円)　大腸がん　８００円

　　　　　　前立腺がん　２，０００円　エキノコックス　２００円 

　　　　　　※ ４０歳の方（昭和４１年生れ）、町民税非課税世帯の方は無料です。(同意書を提出して下さい)

��������	
�

　　　　　　日高総合支所住民生活課健康推進係  ０１４５７－６－３１７３
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　１．必要な手続き

　　（１）小学校４年生の保護者

　　　　当該児童に係る児童手当を平成１８年３月３１日まで支給されている方につきましては、継続の扱いと

　　　　なりますので、今回は特に手続きをする必要はありません。

　　（２）小学校５．６年生の保護者

　　　　①今回対象となる児童に弟や妹がいないため平成１８年３月に児童手当を受給していない場合

　　　　　　認定申請が必要ですので、手続きをしてください。

　　　　《手続きに必要なもの》

　　　　　印鑑、健康保険証、受給者名義の預金通帳（郵便局を除く）、平成１６年分児童手当用所得証明書（１７年

　　　　　１月１日に日高町に住んでいなかった方）、及び平成１７年分児童手当用所得証明書

　　　　②今回対象となる児童の弟や妹が対象児童として平成１８年３月に児童手当を受給している場合

　　　　　　額の改定請求が必要ですので、手続きをしてください。

　　　　《手続きに必要なもの》

　　　　　印鑑、健康保険証

　２．手続きの場所及び受付時間

　　　場所　本庁保健福祉課・総合支所住民生活課・富川出張所・厚賀出張所

　　　時間　午前８時３０分～午後５時００分

　３．所得制限

　　　所得が一定額以上の場合は、児童手当が支

　　給されない場合があります。

　　　限度額（１８年度４月分の手当より）は右表

　　のとおりです。

　　　

　４．その他

　　　公務員の場合は、勤務先から支給されますので所属署にお問い合わせ下さい。

　受給される方は、毎年６月中に「児童手当現況届」を提出していただくことになっています。この届は受給さ

れている方の前年の所得、養育の状況等を報告していただき引き続き手当を受けられるかどうか決める大切

なものです。資格があっても「現況届」を提出されないと６月分からの手当が受給出来なくなります。

《手続きに必要なもの》

　印鑑、健康保険証、平成１７年分児童手当用所得証明書（１８年１月１日に日高町に住んでいなかった方のみ ）

　現況届出期間　平成１８年６月１日～６月３０日まで
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厚生年金等加入者国民年金加入者扶養親族の数

５３２万円４６０万円０人
５７０万円４９８万円１人
６０８万円５３６万円２人
６４６万円５７４万円３人
６８４万円６１２万円４人
７２２万円６５０万円５人
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担当部署非開示等の理由決定内容公文書の内容又は件名請　求　書
受付年月日番号

建設課開示国有財産（河川敷）譲与申請書類及び契約
関係書類17.9.151 

農業委員会開示転用農地調査内容について17.9.26２

建設課開示普通河川厚別川撮影写真17.10.18３

企画商工課 個人情報に関するものは非開示一部開示とねっこ広場整備工事関連書類17.11.10４

総務課開示燃料費支出額（平成１６，１７年度）17.11.22５

庶務課開示叙勲申請に係る申請文書一式18.2.13６

門別国民健康

保険病院
 個人情報に関するものは非開示一部開示一般病棟管理日誌18.2.17７

建設課開示
平成15年台風10号による流木除去作業関

係書類
18.3.14８

農業委員会開示農用地利用集積計画関係書類、議事録18.3.15９

��������������	�


担当部署非開示等の理由決定内容個人情報の内容又は件名請　求　書
受付年月日番号

門別国民健康

保険病院
開示インフルエンザ予防接種時問診表17.9.7１

門別国民健康

保険病院
開示門別町立病院入院時の温度板(熱型表)17.9.26２

門別国民健康

保険病院
開示町職員出勤簿及び有給休暇届17.11.28３

門別国民健康

保険病院
申請者以外の個人情報一部開示町職員時間外命令簿18.2.16４

総務課開示
健康管理医（産業医）による指導区分決定

書
18.3.10５

��������	
��
�������
　平成１７年度（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の日高町情報公開条例に基づく公文書並びに個人情報の
開示状況は、次のとおりです。（旧町分含む）
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　　①歩行者・自転車の方へ
　　　・道路への飛び出しや急な進路変更は危険です。必ず安全を確認しましょう。
　　　・自転車は、交差点では停止して安全確認しましょう。
　　② 運転する方へ
　　　・子供や高齢者は、道路への飛び出しや急な進路変更を行う場合がありますので、十分に安全を確認しま
　　　　しょう。
　　　・交差点や横断歩道に近づいたら、歩行者や自転車がいないか、よく注意しましよう。
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４月１５日　道民交通安全の日
　　　　　街頭啓発　国道２３７号

４月１９日　交通安全街頭啓発
　　　　　門別競馬場
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４月２８日　交通安全青空教室
　　　　　富川自動車学校

��������	
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��
１．車両の使用者などを対象とした放置違反金の制度が導入されます。　

　○放置駐車違反を行った運転手の責任が追及できない場合には、その車両の使用者（通常は車検の使用者欄

　　に記載されている者）に対して違反金の納付が命令されます。　　　　　　　

２．放置違反金を納付しないと車検拒否、滞納処分の制度が導入されます。

　○放置違反金を滞納して公安委員会から督促を受けた者は、車検手続きが完了できなくなりなります。また、

　　滞納処分による強制徴収の対象となります。

３．悪質・危険、迷惑性の高い違反に重点を置き、短時間の放置駐車違反も取締りの対象になります。

　○放置駐車違反の車両については、駐車時間の長短にかかわらず、確認標章を取り付けることとし、安全で円

　　滑な交通の実現を図ります。また、放置車両の確認事務を民間に委託することとなり、駐車監視員による放

　　置車両の確認と確認標章の取り付け作業が行われます。

　　（平成１８年度は札幌市内９警察署で実施されます。平成１９年度以降は、都市部を中心に拡大する予定です。）

４．放置違反金納付命令を繰り返し受けた場合は車両の使用制限が命令されます。

　○車両の使用者が、同一車両で放置違反金納付命令を繰り返し受けた場合は一定期間（３ヶ月を越えない期

　　間）車両の使用制限が命令されます。
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　大学時代の友人Ａにご飯でも食べに行かないかと誘われ、ファミリーレストランに行ったところ、その席に
は見知らぬ男性が２人同席していた。その男性は友人の先輩とのことであり、４人で大学時代の昔話などして
いたが、友人Ａと同席していた２名がネットワークビジネスで儲けたお金で高級時計や外車を購入したなどと
話しだした。その話を聞いていた私は、気軽な気持ちで「俺も外車がほしい。」と言ったところ、友人Ａと同席し
ていた男性２名が「商品を販売すると１台当たり５万円の収入になるほか、他人を会員登録できれば、プラス３
万円の収入になり、その会員が商品を販売するたびにあなたは何もしなくても２万円の収入が入る。」「商品も
外国の一流メーカーの商品であり高性能で高価なものであるが、会員なら半額の３０万円で購入できる。」などと
熱心に話し始め、商品もすばらしいものらしいし、誰にでも簡単にできるならと思い会員になることにした。ま
た、「君のお客さんにスムーズに納品できるように、商品は１０台購入した方が良い。」と言われたので、言われる
がままに契約した。その後、２ヶ月間、親や友人に勧誘を始めたが、１台も販売できないし、商品の支払が残って
いる状況であるので、解約したい。

��������������

　この事例は、連鎖販売取引いわゆる「マルチ商法」といわれる販売方法です。
　この販売方法は、特定商取引に関する法律（以下「法」という。）の規制を受ける取引であり、この事例の場合に
は、次のような法違反の疑いがあります。
①勧誘に先立ち販売目的を告げることが義務づけられています。（北海道消費生活条例にも違反）
　この事例の場合には友人Ａの先輩を名乗る２名が同席しており、ネットワークビジネスの勧誘を始めている
ことから、食事が目的ではなくネットワークビジネスの勧誘を目的に呼び出した可能性があり、この場合には
法違反となります。
②「月２０万円は絶対に稼げる、年１千万円以上の収入も夢じゃない。」などと、いかにも簡単に誰にでも収入が得
られるなどと告げる行為は断定的判断を提供するものであり、事実と異なる場合には法違反となります。その
他「高性能である」と告げている点で、商品に関する不実告知があった可能性もあると考えられます。連鎖販売
取引の勧誘方法の特長の１つとして、会員が他の会員を増やすために良い商品であることや高収入を強調する
傾向があり、その結果事実と異なることを告げるなど違法な勧誘になるものも少なくありません。また、販売の
ノウハウを持たない者が、他人を勧誘できる可能性は低く結果として親戚や友人を勧誘することとなり、一時
的に契約ができても継続的に高収入を得ることは難しいと思われますし、強引な勧誘によって多くの大切な友
人等を失うことにもなりかねません。このような連鎖販売取引を行う場合には、「絶対に儲かる」などと告げる
事業者には注意し、契約するかどうかは、一度自宅に戻るなどしてから冷静に考えることが大切です。この事例
の場合の契約の解除については、クーリング・オフの期間である２０日間を経過していますのでクーリング・オフ
はできないものと考えられますが、勧誘方法に問題がある場合には消費者契約法による取り消しができる可能
性があるほか、法改正後の契約である場合には中途解約することができますので、町の消費生活相談窓口や消
費生活センターに相談してください。

○消費生活に関するお問い合わせは・・・

　北海道立消費生活センター
　　　　０５０－７５０５－０９９９
　日高町役場（本庁舎）企画商工課商工観光係
　　　　０１４５６－２－６１８１
　　〃　　　（総合支所）経済振興課観光係
　　　　０１４５７－６－２００８

オレオレ詐欺や架空請求に代表される悪徳商法等の手口を紹介します。オレオレ詐欺や架空請求に代表される悪徳商法等の手口を紹介します。被害を未然に防ぎましょう！被害を未然に防ぎましょう！



12－　　－

日高町の皆さん、こんにちは！
門別とねっこ館は4月で3年目を迎えました。
現在、登録人数は1千人を超え、町外からも多くのご利用をいただ
いております。
今後ますます皆様の健康づくりに役立ち、楽しさを提供できるよ
う、励んでいきますので、よろしくお願いします！

��������	
��
�����������������	
��
����������

町名変更により、登録カードの記載事項が一部変わりましたため、
新しいカードをお渡ししています。まだ交換がお済みでない方は
スタッフにお申し出ください。

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����
������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

日
本
全
国
の
青
少
年
と
在
日
外
国
人
青
少

年
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
や
富
士
登
山
を
し
ま

せ
ん
か
？

▼
期
間　

８
月
２
日�
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
日�
４
泊
５
日

▼
場
所　

山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ
ャ
ン
プ
場

▼
定
員　

日
本
人　

名　

外
国
人　

名

１４０

４０

　
　
　
　

小
４
〜
中
３
ま
で

▼
内
容　

富
士
登
山
、ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、レ
ク

　
　
　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
テ
ン
ト
設
営
、野
外

　
　
　

炊
飯
、ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ

　
　
　

ン
グ
な
ど

▼
締
切　

７
月
７
日�
先
着
順
受
付

▼
費
用　

４
６，
０
０
０
円
〜

　
　
　
　

出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

文
部
科
学
省
所
管�
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
０
３－

３
３
５
９－

８
４
２
１

　
�
０
３－

３
３
５
４－

２
２
０
７

　

Ｅ－

メ
ー
ル

info@
kskk.or.jp
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文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国
際
青

少
年
研
修
協
会
で
は
、　

事
業
の
参
加
者
を

１２

募
集
し
て
い
ま
す
。体
験
を
通
し
て
、お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

▼
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交

流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
キ
ャ

ン
プ
・
野
外
活
動
・
無
人
島
キ
ャ
ン
プ
等

▼
派
遣
先

　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ　

ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

▼
対
象　
　

小
３
〜
高
３
の
方
ま
で

▼
参
加
費　
　
．
５
〜　
．
８
万
円

１４

４９

　
　
　
　
　
（
共
通
経
費
は
別
途
）

▼
締
切

　

６
月
９
日�

　

※
サ
イ
パ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ス
ク
ー

　

ル
体
験
・
フ
ィ
ジ
ー
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

　

ジ
ュ
ニ
ア
を
ご
希
望
の
方

　

６
月　

日�
※
右
記
以
外
の
事
業

２０

▼
問
い
合
せ　
（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
６
０－

０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２－

　

大
村
ビ
ル
３
階

１１

　

℡
０
３－
３
３
５
９－

８
４
２
１

　
�
０
３－

３
３
５
４－

２
２
０
７

　

Ｅ－
info@

kskk.or.jp

メ
ー
ル　
     
          

http://w
w
w
.kskk.or.jp

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　
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☆
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
み
ん
な
の
も
の
で

す
。利
用
者
ま
た
は
管
理
者
に
お
い
て
周
辺

の
散
乱
し
て
い
る
ご
み
を
片
付
け
き
れ
い
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ご
み
捨
て
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。ご
み
は
収
集
地
区
ご
と
に
曜

日
、ま
た
は
指
定
日
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、ご
み
の
収
集
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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近
年
、経
済
社
会
の
国
際
化
の
進
展
に
伴

い
、我
が
国
に
入
国
、在
留
す
る
外
国
人
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、我
が
国
の
労
働
市
場
に
及

ぼ
す
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、国
で
は
、毎
年
６
月
を「
外
国

人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」と
定
め
、各
種
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
国
民
の
皆
さ
ま

に
は
、外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
就
労
の
促

進
と
不
法
就
の
防
止
に
つ
い
て
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
又
は
、北
海
道
労
働
局
職
業
安
定
部

職
業
対
策
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

◎
北
海
道
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

　

℡
０
１
１－

７
０
９－

２
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
８
３
）

������������������������������������������������������������������������������������										
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▼
募
集
入
居
者　

２
名

▼
入
居
資
格

　

日
高
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者
で
、引
続
い
て
６
カ
月
以
上
居
住
し

て
い
る
満　

歳
以
上
の
者
で
次
に
掲
げ
る
要

６５

件
を
有
す
る
者
と
す
る
。

①
生
活
環
境
等
の
理
由
で
現
に
住
ん
で
い
る

居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困

難
な
単
身
者
又
は
配
偶
者
の
い
な
い
者
で
家

庭
の
事
情
等
に
よ
り
家
族
と
同
居
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
困
難
な
者
。

②
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
者
。

▼
使
用
料

　

月
額
４
６，
９
８
０
円

　
　
　
（
冬
季
間
５
２，
２
５
０
円
）

　

内
訳　

居
室
費　
　

７，
１
０
０
円

　
　
　
　

食
費　
　

２
９，
７
０
０
円

(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

)

日
相
当
分 

３０

　
　
　
　

生
活
費　

１
０，
１
８
０
円

　
　
　
　

暖
房
費　
　

５，
２
７
０
円

(

　
　
　
　
 　

月
１
日
〜
翌
年
５
月　

)日 

１０

３１

▼
募
集
期
間

　

平
成　

年
５
月　

日�
〜
６
月　

日�

１８

２９

２０

▼
申
込
方
法

　

入
居
申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

期
日
ま
で
に
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
に

(

提
出
し
て
下
さ
い
。 
添
付
書
類　

健
康
診
断

)

書
・
誓
約
書
・
収
入
申
告
書
・
身
上
調
書 

　

尚
、申
請
書
等
は
日
高
総
合
支
所
住
民
生

活
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
総
合
支
所　

住
民
生
活
課

　

℡
０
１
４
５
７－

６－

３
１
７
３
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電
波
の
利
用
は
、携
帯
電
話
の
普
及
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
市
民
生
活
や
様
々
な
社
会

経
済
活
動
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
し
て

急
速
に
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、車
両
に
搭
載
さ
れ
た
不
法
な
Ｃ

Ｂ
無
線
、ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、パ
ー
ソ
ナ
ル
無

線
の
不
法
無
線
局
が
、人
命
・
財
産
に
関
わ
る

重
要
無
線
通
信
に
対
し
て
の
妨
害
や
、テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
な
ど
多
大
な
迷
惑

を
か
け
社
会
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
総
務
省
で
は
、広
く
国
民
に
電

波
利
用
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
る
た

め
、６
月
１
日
の「
電
波
の
日
」か
ら　

日
間

１０

を『
電
波
利
用
保
護
旬
間
』と
定
め
、電
波
利

用
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
活
動
を
全
国
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

▼
電
波（
行
政
）に
関
す
る
お
問
い
合
せ

　

北
海
道
総
合
通
信
局

　

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
第
１
合
同
庁
舎

　

電
話
受
付
時
間

　

８
：　

〜　

：　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

３０

１７

００

　

不
法
無
線
局
、混
信
・
妨
害
、電
波
の
安
全

　
　
　

０
１
１－

７
３
７－

０
０
９
９

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害　
　
　
　

　
　
　

０
１
１－

７
３
７－

０
０
３
３

　

電
話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
相
談　
　
　

　
　
　

０
１
１－

７
０
９－

３
９
５
６

　

電
波
利
用
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

０
１
１－

７
０
９－

６
０
０
０

　

そ
の
他
行
政
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

０
１
１－

７
０
９－

３
５
５
０

　

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
お
問
い
合
せ　
　
　

sodan-hokkaido@
rbt.soum

u.go.jp

　
               
        
       

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hokkaido-bt.go.jp
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本
町
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
町
税
の
収

納
率
は
、近
年
の
厳
し
い
経
済
情
勢
な
ど

か
ら
、大
変
厳
し
く
、憂
慮
す
べ
き
状
況
に

な
っ
て
お
り
、収
入
未
済
額
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
収
入
未
済
額
の
圧
縮
を
図
る
こ
と

は
、税
等
負
担
の
公
平
性
確
保
は
も
ち
ろ

ん
、税
収
確
保
等
、健
全
な
財
政
運
営
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、新
町
合
併
に
伴
い
新
た
に

「
収
納
対
策
室
」を
設
置
し
、町
税
等
各
種

収
納
金
に
つ
い
て
、全
庁
一
体
と
な
っ
た

収
納
対
策
・
滞
納
処
分
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

●
今
年
度
の
滞
納
整
理
対
策
方
針

　

抜
本
的
な
徴
収
強
化
策
に
踏
み
込
む
た

め
、滞
納
整
理
、滞
納
処
分
を
中
心
に
、全

庁
一
体
と
な
っ
た
収
納
対
策
を
実
施
し
、

行
政
の
信
頼
と
税
等
負
担
の
公
平
性
の
確

保
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
ら
た
に
、滞
納
者
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
の
制
限
措
置
条
例
制
定
に
向

け
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
収
納
強
化
期
間
の
設
定

　

年
３
回（　

月
、３
月
、５
月
）の
徴
収
強

１２

化
期
間
の
設
定
に
よ
る
、臨
戸（
訪
問
）を

中
心
と
し
た
徴
収
体
制
を
と
る
。

●
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化

　

町
民
の
信
頼
の
確
保
と
税
等
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、所
得
や
資
産
が
あ
る

の
に
町
税
を
滞
納
す
る
な
ど
、納
税
に
著
し

く
誠
実
性
を
欠
く
者
に
つ
い
て
、差
押
を
想

定
し
た
財
産
等（
給
料
、預
貯
金
、不
動
産
等
）

の
調
査
を
し
、差
押
等
の
滞
納
処
分
を
厳
正

に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、納
期
内

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
納
税
相
談

　

納
税
の
本
来
の
姿
と
し
て
自
主
納
税
制
度

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、な
ん
ら
か
の
事
情

で
納
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、納
税
通
知
書
等
を

持
参
の
う
え
、税
務
課
及
び
各
収
納
担
当
課

で
納
税
等
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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◎
メ
リ
ッ
ト
１

　

保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ

　

免
除
の
承
認
期
間
は
、年
金
額
が
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
に
対
し
て
３
分
の
１

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト
２

　

万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障

　

本
来
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
必
要

な
、病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
年
金
や
、一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
が
免
除
承

認
期
間
に
つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と

さ
れ
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト
３

　

本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査

　

特
例
免
除
と
は
、通
常
で
あ
れ
ば
審
査

の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審

査
を
行
い
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
も
の
で
す
。（
配
偶
者
・
世
帯
主
に
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
保
険
料
免
除

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
手
続
き

　

特
例
免
除
は
、申
請
す
る
年
度
と
そ
の

前
年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が

あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。保
険
料

�
�
�
�
�
��
�
	


�
�


�
�
�
�

　

人
権
擁
護
委
員
は
、い
つ
で
も
地
域
住
民

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。相
談
内
容

に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
。難
し
い
手
続
も
あ
り
ま
せ

ん
。人
権
相
談
は
、離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内

の
問
題
や
借
地
借
家
の
問
題
、隣
近
所
の
も

め
ご
と
な
ど
、と
て
も
幅
広
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
高
町
に
は
、法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次

の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

　

新
町
２
丁
目　
　

和
田
修
一

　

富
川
東
４
丁
目　

櫛
引
紀
雄

　

門
別
本
町　
　
　

逢
坂
法
子

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と
し
て
、人
権

相
談
所
が
、法
務
局
で
常
時
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、下
記
の
と
お
り
、特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
場
所

　

日
高
地
区　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
Ｆ
集
会
室
）

　

門
別
地
区　

中
央
公
民
館（
２
Ｆ
研
修
室
）

▼
日
時　

６
月
１
日�
　

：　

〜　

：　

１０

００

１５

００

▼
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

　

℡
０
１
４
６－

４
２－

０
４
１
５

�
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な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、役
場
へ
自
分
で

届
け
出
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。届
け
出

は
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○　

歳
に
な
っ
た
と
き

２０

　

農
家
、自
営
業
、学
生
、勤
め
て
い
て
も
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
が　

歳
２０

に
な
っ
た
と
き
は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
資

格
取
得
届
」。

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
　

歳
に
な
る
前
に
、会
社
な
ど
を
退
職
し

６０
た
と
き
又
は
勤
め
を
や
め
て
国
民
年
金
被
保

険
者
の
配
偶
者
と
な
っ
た
と
き
は
、「
国
民
年

金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」。

○
収
入
が
増
え
、被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き（
パ
ー
ト
収
入
が　

万
円
以
上

１３０

に
な
っ
た
と
き
）は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者

種
別
変
更
届
」。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
、会
社
員
や
公
務
員
な

ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」。

　

な
お
、会
社
や
役
所
、学
校
な
ど
に
勤
め
て

い
る
方
と
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方
に
つ
い

て
は
、勤
務
先
で
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、自
分
で
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
高
町
住
民
課
年
金
係

　

℡
０
１
４
５
６－
２－
６
１
８
２

　

日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課

免
除
の
申
請
は
、住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

役
場
へ「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書（
全

額
・
半
額
）」を
提
出（
郵
送
可
）し
て
下
さ
い
。

申
請
用
紙
は
役
場
、ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
特
例
免
除
に
つ
い
て
は
、配
偶

者
・
世
帯
主
が
退
職
さ
れ
た
場
合
に
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の（
納
付
書
な
ど
）

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
・
離
職
票
な
ど
）

追
納
の
お
す
す
め

　

国
民
年
金
に
は
、追
納
と
い
う
制
度
が
あ

り
、　

年
以
内
な
ら
免
除
を
受
け
た
期
間
の

１０
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
の
で
、追
納
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。ま
た
、３
年
目

以
降
は
、当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き

ま
す
の
で
、お
早
め
に
さ
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
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国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
す

２０

６０

る
制
度
で
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、受
け
ら
れ
な
く

　

℡
０
１
４
５
７－

６－

２
０
０
１

　

苫
小
牧
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
１
４
４－

3
6－

６
１
３
１
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郡 
司 
啓 
後 
援 
会　
様

は
平
成　

年
５
月　

日
、産
業
振
興
基
金
寄

１８

１１

附
金
と
し
て
金
２
０
０，
０
０
０
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

◇
播
磨
幸
弘
様（
厚
賀
町
）金
一
封　

以
上
老

人
ホ
ー
ム
運
営
費
寄
附
金
と
し
て
日
高
町
へ

◇
泉
澤
富
子
様（
横
浜
市
）金
一
封　

以
上
社

会
福
祉
基
金
寄
附
金
と
し
て
日
高
町
へ

◇
川
田
義
宜
様（
南
幌
町
）金
一
封　

以
上
介

護
施
設
事
業
寄
附
金
と
し
て
日
高
町
へ

◇
並
木
龍
雲
堂
薬
局
様（
富
川
北
）壁
時
計
◇

清
畠
第
１
町
内
会
代
表　

栗
林
優
美
子
様

（
清
畠
）布
多
数
◇
樋
口
房
江
様（
厚
賀
町
）小

谷
レ
イ
子
様（
厚
賀
町
）富
田
綾
子
様（
厚
賀

町
）前
田
ヒ
サ
子
様（
厚
賀
町
）磯
貝
英
子
様

（
厚
賀
町
）縫
い
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

以
上
老

人
ホ
ー
ム
門
別
長
生
園
得
陽
園
へ

◇
太
鼓
プ
レ
ー
ヤ
ー　

し
ん
た
様（
安
平
町
）

太
鼓
慰
問
◇
日
老
連
会
長　

山
口
芳
雄
様　

歌
謡
曲
等
慰
問
◇
厚
賀
喜
寿
会（
坂
様　

山

田
様　

高
橋
様　

小
西
様
）タ
オ
ル
多
数
◇

浜
豊
郷
老
人
ク
ラ
ブ
銀
嶺
会
老
人
会
一
同
様

タ
オ
ル
多
数　

以
上
介
護
老
人
保
健
施
設
門

別
愛
生
苑
へ

◇
西
海
富
子
様（
門
別
本
町
）金
一
封
◇
都
築

道
様（
富
川
西
）金
一
封
◇
船
越
剛
様（
豊
郷
）

金
一
封
◇
高
橋
譲
様（
富
川
東
）金
一
封　

以

上
日
高
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
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�
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消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
層
厳
し

さ
を
増
す
中
、消
費
生
活
の
あ
り
方
も
そ

の
流
れ
と
と
も
に
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。将
来
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
消
費
者
運

動
に
取
り
組
み
、運
動
の
中
心
に
な
っ
て

活
動
し
よ
う
と
す
る
方
に
消
費
生
活
の
分

野
で
必
要
な
知
識
・
技
法
に
つ
い
て
研
修

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
の
知
識
を
基
礎
か
ら
幅
広

く
、実
践
を
交
え
て
受
講
で
き
る
良
い
機

会
で
す
の
で
次
の
と
お
り
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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▼
対
象

・
学
歴
や
年
齢
、性
別
は
問
い
ま
せ
ん

・
道
内
に
居
住
し
、消
費
生
活
に
関
す
る
問

題
に
関
心
を
持
ち
、自
ら
す
す
ん
で
学
習

し
た
成
果
を
も
っ
て
、広
く
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
意
欲
の
あ
る
方

▼
日
程

前
期
・
中
期
・
後
期
の
全　

日
間
で
す

３０

前
期
：
平
成　

年
７
月　

日�
〜

１８

２４

　
　
　

８
月
４
日�
土
日
を
除
く　

日
間

１０

中
期
：
平
成　

年
８
月　

日�
〜

１８

２１

　
　
　

９
月
１
日�
土
日
を
除
く　

日
間

１０

後
期
：
平
成　

年
９
月　

日�
〜

１８

２５

　
　
　
　

月
６
日�
土
日
を
除
く　

日
間

１０

１０

▼
講
義
時
間

　
　

時
か
ら　

時
ま
で　

計
４
時
間

１０

１５

▼
募
集
人
員　
　

人
３０

▼
場
所

　

北
海
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

く
ら
し
の
教
室

　
（
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目

　

北
海
道
庁
別
館
西
棟
２
Ｆ
）

▼
応
募
手
続(

)

　

①
申
込
書 
写
真
貼
付 

　

②
作
文

▼
受
講
料

　

①
地
域
消
費
者
協
会
の
会
員
で
あ
る
場
合

　
　

〜
１
３，
０
０
０
円（
消
費
税
込
み
）

　

②
地
域
消
費
者
協
会
の
会
員
で
な
い
場
合

　
　

〜
１
５，
０
０
０
円（
消
費
税
込
み
）

�
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▼
対
象

　

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
と
同
じ

▼
講
座
期
間

　

平
成　

年
７
月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で

１８

１９

　

の
約
９
ヶ
月
間

▼
募
集
人
員　
　

人
８０

▼
教
材
費

　

①
地
域
消
費
者
協
会
の
会
員
で
あ
る
場
合

　
　

〜
１
３，
０
０
０
円（
消
費
税
込
み
）

　

②
地
域
消
費
者
協
会
の
会
員
で
な
い
場
合

　
　

〜
１
５，
０
０
０
円（
消
費
税
込
み
）

○
主
催　
（
社
）北
海
道
消
費
者
協
会

　
　
　
　
　
　
（
担
当
：
組
織
活
動
部
）

　

〒
０
６
０－

０
０
０
３

　
　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目

　

北
海
道
庁
別
館
西
棟

　

℡
０
１
１－

２
２
１－

４
２
１
７

　
�
０
１
１－

２
２
１－

４
２
１
９

(http://w
w
w
.syouhisya.or.jp)

　
         
 
 
                 

○
お
問
い
合
せ

　

受
講
希
望
者
は
、日
高
町
役
場
企
画
商
工

課
商
工
観
光
係（
０
１
４
５
６－

２－

６
１

８
１
）又
は
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課
観

光
係（
０
１
５
４
７－

６－

２
０
０
８
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

左
記
の
募
集
相
談
員
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

電 話 番 号住　　　　所氏　　名

０１４５７－６－２０３２本町東２丁目１１１－６杉原正男

０１４５７－６－２５７８新町１丁目４１０－２１川渕健一

０１４５６－２－１２１７富川北２丁目９－５３中川美和

０１４５６－５－２４２１厚賀町１５５－１中村聖子
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�
�
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�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

発
令
名
・
氏
名
・（
前
職
名
）
の
順

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
５
月
１
日
付
け
）

�
�
�
�
�
�
�
�

▽
日
高
総
合
支
所
長
事
務
取
扱　

工
藤
好

功（
日
高
総
合
支
所
担
当
助
役
）▽
住
民
課

長　

庄
野
均（
議
会
事
務
局
長
兼
庶
務
係

長
）▽
産
業
課
長　

槇
本
功（
産
業
課
長
兼

災
害
復
旧
対
策
室
副
室
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）▽
建
設
課
長
兼
災
害
復
旧
対

策
室
長　

大
野
幸
久（
建
設
課
長
補
佐（
技

術
担
当
）兼
都
市
計
画
係
長
兼
災
害
復
旧

対
策
室
公
共
災
害
班
長
）▽
管
財
建
築
課

長　

富
野
滋
夫（
住
民
課
長
）▽
技
術
審
議

室
長
兼
用
地
調
整
室
長
兼
災
害
復
旧
対
策

室
副
室
長　

黒
滝
茂
昭（
管
財
建
築
課
長

兼
用
地
調
整
室
長
兼
災
害
復
旧
対
策
室
副

室
長
）▽
門
別
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長　

高
橋
克
徳（
農
業
委
員
会
事
務
局

次
長
兼
庶
務
係
長
）▽
門
別
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
の
兼
務
を
解
く　

磯
浪

收（
門
別
愛
生
苑
事
務
長
兼
門
別
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
門
別
国
民
健

康
保
険
病
院
事
務
長　

工
藤
守
弘（
教
育

委
員
会
管
理
課
長
）▽
日
高
総
合
支
所
庶

務
課
長　

互
野
利
夫（
日
高
総
合
支
所
住

民
生
活
課
長
兼
日
高
保
育
所
管
理
者
兼
日

高
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
日

高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
長
兼
日
高
保
育

所
管
理
者
兼
日
高
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長　

河
淵
俊
幸（
日
高
総
合
支
所
施
設
整

備
課
長
）▽
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
長

菅
原
剛（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
長
）▽
総
務

課
長
補
佐（
庶
務
・
職
員
・
財
政
・
防
災
担
当
）

兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐　

野
澤
裕
二

（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
補

佐
）▽
総
務
課
長
補
佐（
情
報
担
当
）兼
情
報

管
理
係
長
兼
合
併
調
整
室
長
補
佐　

堂
前
保

志（
合
併
調
整
室
長
補
佐
）▽
児
童
家
庭
係
長

の
兼
務
を
解
く　

武
藤
直
人（
保
健
福
祉
課

長
補
佐
兼
児
童
家
庭
係
長
）▽
産
業
課
長
補

佐（
農
政
・
畜
産
・
農
業
後
継
者
対
策
担
当
）　

武
田
啓
嗣（
産
業
課
長
補
佐（
農
政
・
畜
産
担

当
）兼
災
害
復
旧
対
策
室
産
業
班
長
）▽
建
設

課
長
補
佐
兼
災
害
復
旧
対
策
室
主
幹　

村
田

博
文（
建
設
課
長
補
佐（
事
務
担
当
）兼
管
理

係
長
兼
災
害
復
旧
対
策
室
庶
務
班
長
）▽
管

財
建
築
課
長
補
佐
兼
財
産
管
理
係
長
兼
車
両

係
長　

門
別
隆（
教
育
委
員
会
管
理
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
兼
企
画
調
整
室
長
補
佐（
学

校
教
育
担
当
））▽
建
設
課
主
幹（
土
木
担
当
）

兼
都
市
計
画
係
長
兼
災
害
復
旧
対
策
室
公
共

災
害
班
長　

稲
葉
幸
裕（
建
設
課
主
幹（
土
木

担
当
）兼
災
害
復
旧
対
策
室
）▽
保
健
福
祉
課

児
童
家
庭
係
長　

梅
津
裕
美（
住
民
課
）▽
産

業
課
農
政
係
長　

野
島
浩
人（
総
務
課
情
報

管
理
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
主
査
）▽
建

設
課
管
理
係
長
兼
災
害
復
旧
対
策
室
庶
務
班

長　

川
上
寛
明（
産
業
課
農
政
係
長
兼
災
害

復
旧
対
策
室
）▽
災
害
復
旧
対
策
室
の
兼
務

を
解
く　

田
中
幸
樹（
産
業
課
水
産
林
務
係

長
兼
災
害
復
旧
対
策
室
）▽
災
害
復
旧
対
策

室
の
兼
務
を
解
く　

佐
藤
貴
彦（
産
業
課
兼

災
害
復
旧
対
策
室
）▽
災
害
復
旧
対
策
室
の

兼
務
を
解
く　

花
野
臣
盛（
産
業
課
兼
災
害

復
旧
対
策
室
）▽
厚
賀
出
張
所　

武
田
義
章

（
保
健
福
祉
課
）▽
保
健
福
祉
課　

大
西
し
の

ぶ（
門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
）▽
保
健
福
祉

課　

島
田
優
子（
税
務
課
）▽
税
務
課　

前
野

隆
博（
厚
賀
出
張
所
）
�
�
�
�
�
�
�
�
	

▽
門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館
長
兼
務　

富
塚

喜
久
雄（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
企
画
調

整
室
長
）▽
教
育
委
員
会
管
理
課
長
兼
総
務

係
長
事
務
取
扱　

宮
川
信
夫（
管
財
建
築
課

長
補
佐
兼
財
産
管
理
係
長
兼
車
両
係
長
兼
災

害
復
旧
対
策
室
）▽
門
別
図
書
館
郷
土
資
料

館
長
の
兼
務
を
解
く　

水
落
英
俊（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
長
兼
門
別
図
書
館
郷
土
資

料
館
長
兼
門
別
公
民
館
長
兼
富
川
青
少
年
会

館
長
）▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
補
佐

兼
業
務
管
理
係
長
兼
企
画
調
整
室
長
補
佐
兼

門
別
公
民
館
長
補
佐
兼
富
川
青
少
年
会
館
長

補
佐
兼
社
会
教
育
主
事　

梅
木
聡（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
業
務
管
理
係
長

兼
企
画
調
整
室
長
補
佐（
社
会
教
育
担
当
）兼

門
別
公
民
館
長
補
佐
兼
富
川
青
少
年
会
館
長

補
佐
兼
社
会
教
育
主
事
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

▽
議
会
事
務
局
長
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱　

大
鷹
千
秋（
合
併
調
整
室
長
補
佐
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
兼
庶
務
係
長
事
務

取
扱　

野
口
浩（
災
害
復
旧
対
策
室
主
幹
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

　

発
令
名
・
氏
名
・（
前
職
名
）
の
順
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
４
月
１
日
付
け
）

�
�
�
�
�
�

▽
消
防
課
長　

金
野
優（
消
防
課
長
心
得
）

�
�
�
�
�

▽
庶
務
課
長
補
佐　

鉢
呂
明
文（
庶
務
課
長

補
佐
兼
消
防
団
主
幹
）▽
予
防
課
長
補
佐　

大
坪
正
弘（
門
別
分
遣
所
長
兼
分
遣
所
主
幹
）

▽
警
防
課
警
防
主
幹　

旭
岡
誠（
予
防
課
保

安
主
幹
）▽
門
別
分
遣
所
長　

門
別
慶
彦（
警

防
課
警
防
主
幹
）▽
警
防
課
救
急
主
幹　

門

別
武
諭（
警
防
課
救
急
主
幹
兼
救
急
係
長
）▽

門
別
分
遣
所
主
幹　

中
村
厚
彦（
門
別
分
遣

所
係
長
）▽
予
防
課
保
安
主
幹
兼
保
安
係
長

兼
消
防
本
部
消
防
課
消
防
主
幹
兼
消
防
係
長

島
田
道
嗣（
予
防
課
保
安
係
長
兼
消
防
本
部

消
防
課
消
防
係
長
）▽
庶
務
課
消
防
団
主
幹

兼
消
防
団
係
長　

舘
崎
智
哉（
庶
務
課
消
防

団
係
長
）▽
警
防
課
救
急
係
長
兼
訓
練
指
導

係
長　

大
澤
利
幸（
警
防
課
訓
練
指
導
係
長
）

▽
予
防
課
予
防
係
兼
保
安
係　

福
岡
成
幸

（
警
防
課
警
防
係
兼
訓
練
指
導
係
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

▽
副
支
署
長
兼
主
幹（
救
急
担
当
）　

白
戸
渉

（
副
支
署
長
兼
主
幹 
（
警
防
・
救
急
担
当
））▽

主
幹（
警
防
担
当
）　

菊
地
保
浩（
救
急
係
長
）

▽
救
急
係
長　

豊
田
昌
彦（
警
防
係
主
査
兼

救
急
係
主
査 
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平成１８年５月２５日発行

�������
　１１日（日）　　「よいクマ、わるいクマ」

　　　　　　　日高山脈ネイチャーセミナー２００６

　開館時間　　１０：００～１７：００

　�休館日　　１日・８日・１５日・２２日・２９日

　　　　　　　毎週月曜日

　�お問合せ　日高山脈館　電話０１４５７－６－９０３３

��������	
��
���
　開館時間　　９：００～２１：００

　�休館日　　毎週月曜日

　�お問合せ　教育委員会分室生涯学習課

　　　　　　　０１４５７－６－３８５８

��������	
��
　開館時間　　１０：００～１７：００

　�休館日　　毎週月曜日

　�お問合せ　日高図書館郷土資料館　０１４５７－６－２４６９

���������
　１日（木）　ゲーム大会

　８日（木）　キラキラチャレンジ

　１５日（木）　父の日工作会

　２２日（木）　児童クラブ工作会

　２３日（金）　ぬりえの日

　２９日（木）　カレンダーづくり

　３０日（金）　おりがみクラブ

　�開館時間　９：００～１７：００

　�休館日　　４日・１１日・１８日・２５日

　�お問合せ　とみかわ児童館　０１４５６－２－３０４４

��������	
��

<スポーツセンター>
　１８日（日）　国体成年６人制バレー日高地区予選

　�開館時間　９：００～２１：００

　�休館日　　５日・１２日・１９日・２６日

<福祉センター>
　１６日（金）　たばこ税手持品課税説明会

　１９日（月）　苫小牧保健事務所算定基礎事務説明会

　�開館時間　９：００～２１：００

　�お問合せ　教育委員会　０１４５６－２－２４５１

��������	
��
　１８日（日） オペラ「トゥーランドット」鑑賞会

　�開館時間　火～金　１０：００～１８：００

　　　　　　　土　日　１０：００～１７：００

　�休館日　　５日・１２日・１９日・２６日・３０日

　�お問合せ　門別図書館郷土資料館　０１４５６－２－３７４６

－　　－

平成１８年４月末現在平成１８年４月末現在 

外国人登録外国人登録世帯数世帯数女女男男人 口人　口

８０人８０人６，６９０人６，６９０人７，３３１人７，３３１人７，２９２人７，２９２人１４，６２３１４，６２３人人今月の人口今月の人口

（２４）（２４）（６６）（６６）（２６）（２６）（３８）（３８）（６４）（６４）前月対比前月対比
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